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Ⅰ 概 要 

 

１ 京都府立図書館の概要 

 

京都府立図書館（以下「府立図書館」という。）は、日本で最初の公立の図書館である「集書院」

を源流とし、明治 31(1898)年に京都御苑内に設立され明治 42(1909)年に現在の岡崎の地に移転し

て以来、100年を超える長い歴史と伝統を刻んでいる。 

平成７(1995)年の阪神・淡路大震災により建物が大きく損傷したため、ルネサンス風の外壁正

面部を残して建替工事を進め、平成 13(2001)年に地上４階地下２階建の新館を開館した。この間

に、京都府の社会教育委員会議から市町村立図書館との役割分担を打ち出した「生涯学習社会を

展望する京都府の図書館の在り方について」の提言を受け、明治の雰囲気を遺した現在の建物で、

特に市町村支援と調査研究支援を中心とする取組を進めてきた。 

平成 27年度に策定した「京都府立図書館基本方針」に基づき、５か年ごとに「京都府立図書館

サービス計画」（以下「サービス計画」という。）の中で新たな課題に直面する府民の知的活動の

拠点となるとともに、府内全域に均質な図書館サービスを提供することにより、府民に期待され

る存在となることを目指した取組を進めている。 

令和５年度はサービス計画（第３期）の３年目を迎え、図書館サービスのさらなる向上と様々

な機関との連携の拡充に努めるとともに、様々な講演会や展示等を実施したところである。 

 

【基本方針（サービス計画 第３期）】 

Ⅰ 府内全域の図書館等をつなぎ、支援するとともに、協力して図書館サービスを展開します 

Ⅱ 多様な文化資源の情報を取り扱い、幅広い調査研究のニーズに応えます 

Ⅲ 大学等研究機関や文化施設等と連携するとともに、多様な議論の場を提供することにより、

文化の振興と地域の活性化に寄与します 

 

 

２ 令和５年度のトピックス 

 

 1873(明治 6)年、日本のパブリックライブラリー黎明期、東洞院三条に京都府立図書館の前身で

ある集書院が開館した。令和５年度は、集書院開館 150周年にあたることから、これを記念して、

知られざる集書院の出来事をご紹介し、ARによる集書院天井画(鳳凰孔雀図、破損あり）や触図、

往時の本などを味わえる『集書院 150年記念展 プレイバック集書院』を開催し、多くの来場者が

訪れた。 

 

 令和５年 12月から「子どもの読書活動応援事業」がスタートした。この事業は、参加を希望す

る全ての府内の市町(組合)立(京都市立含む)、国立、私立の小中高特別支援学校・義務教育学校

が対象に、京都府立図書館の電子書籍が閲覧できる、当該事業専用の IDを京都府教育委員会（社

会教育課）が配付し、子供の読書活動を支援する取り組みである。府立図書館では、この事業に

合わせて、電子書籍の充実を図った。 

 

 令和５年３月の文化庁京都移転に伴い、国立国会図書館支部文部科学省図書館文化庁分館（文

化庁図書室）から、府立図書館の図書館資料の貸出しを受けたいとの申し出があり、令和６年１

月から、京都府図書館総合目録ネットワーク（K-Libnet（ケーリブネット））システムにより申込

みができるよう連携し、令和６年１月から運用を始めた。 
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３　令和５年度の主な利用状況（貸出冊数）

令和４年度 令和５年度

1,353,077 冊 1,369,943 冊

287 日 288 日

229,968 人 223,760 人

（ 801 人 ） （ 777 人 ）

4,976 人 4,094 人

453,005 件 404,276 件

175,501 冊 165,216 冊

（ 612 冊 ） （ 574 冊 ）

166,669 枚 136,692 枚

16,668 件 15,955 件

42,622 人 42,079 人

40,020 冊 41,351 冊

(22,925 冊 ) (21,895 冊 )

(222 冊 ) (89 冊 )

(16,873 冊 ) (19,367 冊 )

380 冊 365 冊

22,637 冊 22,684 冊

(17,565 冊 ) (17,017 冊 )

(5,072 冊 ) (5,667 冊 )

1,191 冊 1,311 冊

200 冊 200 冊

300 冊 300 冊

2,308 人 3,303 人

京都市との返却本お預かりサービス

令和４年度 令和５年度

2,440 冊 2,656 冊

10,026 冊 10,315 冊

ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス 件 数

個 人 貸 出 冊 数

（１日平均）

複 写 利 用 枚 数

調 査 相 談 件 数

マ ル チ メ デ ィ ア 利 用 者 数

子ども読書支援事業による貸出

不登校児童生徒読書活動支援事業による貸出

ナ レ ッ ジ ベ ー ス 展 示 来 場 者 数

京都府家庭支援総合センターへの貸出

区分

京都市の本を府で返却

区分

総 資 料 数

開 館 日 数

入 館 者 数

（１日平均）

新 規 利 用 登 録 者 数

・学校図書館

（うち学校支援セット）

（うち機関貸出）

図書館等への貸出冊数

・府内市町村立図書館等

（うち相互貸借）

（うち機関貸出）

（うち貸出文庫）

・他府県立公共図書館・大学等

府の本を京都市で返却
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Ⅱ　図書館資料

１　総資料・年間収集資料

（１）総資料数 1,369,943 冊

うち図書 1,046,782 冊

うち逐次刊行物（図書換算） 323,161 冊

（２）年間収集資料数

図書（視聴覚資料を含む） 14,613 冊

逐次刊行物（購入分のみ） 363 ﾀｲﾄﾙ

２　図書

（１）資料数

令和５年度受入冊数

計 購入 寄贈 その他

9,744 7,379 1,939 426

図書資料 9,496 7,191 1,894 411

視聴覚資料 248 188 45 15

4,869 4,865 4 0

14,613 12,244 1,943 426

※視聴覚資料については、京都府立図書館システムによる集計点数を掲載

令和５年度末資料数

児童書 京都資料 外国語資料

912,317 47,110 29,089 19,618

図書資料 887,530 47,110 29,089 19,618

視聴覚資料 24,787 0 0 0

134,465 99,827 0 0

1,046,782 146,937 29,089 19,618

※外国語資料には、児童書及び京都資料の外国語資料を含む。

（２）館内閲覧・個人貸出用図書の分類別数

（単位：冊・％）

分類 令和５年度末冊数 百分比

０　総記 44,684 ( 4.9%)

１　哲学 45,972 ( 5.0%)

２　歴史 99,690 ( 10.9%)

３　社会科学 196,886 ( 21.6%)

４　自然科学 57,781 ( 6.3%)

５　技術 64,716 ( 7.1%)

６　産業 47,566 ( 5.2%)

７　芸術 69,078 ( 7.6%)

８　言語 16,794 ( 1.8%)

９　文学 172,505 ( 18.9%)

小計 815,672 ( 89.3%)

教科書 24,463 ( 2.7%)

児童書 46,768 ( 5.1%)

外国児童 342 ( 0.1%)

その他 25,072 ( 2.8%)

合計 912,317 ( 100.0%)

貸出文庫等

合計

区分

閲覧・貸出用

貸出文庫等

区分

閲覧・貸出用

合計
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（３）視聴覚資料・障害者用資料数

視聴覚資料

令和５年度末

850

1,751

2,715

533

3,112

890

9,578

3,730

1,628

24,787

※視聴覚資料については、京都府立図書館システムによる集計点数を掲載

障害者用資料 （単位：点数）

令和５年度末

4,124

285

890

1,628

6,927

※「カセットテープ」、「デイジー」については、上記「視聴覚資料」欄の再掲

３　逐次刊行物

（単位：タイトル）

区分 令和５年度購入数

新聞 16

雑誌 347

合計 363

４　電子書籍等

（単位：タイトル・件）

令和５年度末 利用状況

10,021 62,587

56 532

7,337 1,532

17,414 64,651

※EBSCOは約16,000タイトルの無料提供分の利用が可能

摘要

上の表の「カセットテープ」の再掲

上の表の「デイジー」の再掲

区分

マイクロフィルム

マイクロフィッシュ

デイジー

合計

区分

大活字本

CD

CD-ROM

DVD

DVD-ROM

ビデオテープ

カセットテープ

EBSCO

オーディオブック

合計

点字図書

カセットテープ

デイジー

合計

区分

KinoDen
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Ⅲ　利用状況

１　開館日 288 日

２　入館者

223,760 人 （１日平均 777 人 ）

（１日平均）

３　新規利用登録者 4,094 人 有効登録者累計 147,437 人

うち 京都市内 80.2%

その他府内 9.1%

他府県 10.7%

うち 電子申請での登録件数 415 件

４　ホームページアクセス 404,276 件

５　個人貸出（利用登録を行っている人への貸出）

（１）貸出者数 延べ 56,960 人 （１日平均 198 人 ）

（２）貸出図書数 165,216 冊 （１日平均 574 冊 ）

（３）借受提供数（他の図書館等から資料を借り受けて利用者に提供したもの）

借受冊数

府内 624

22

537

8

567

1,191

※市町村立図書館等の内訳（単位：冊・％）

地域区分 借受冊数 百分比

京都市 51 ( 8.2%)

乙訓地域 61 ( 9.8%)

山城地域 238 ( 38.1%)

南丹地域 65 ( 10.4%)

中丹地域 84 ( 13.5%)

丹後地域 74 ( 11.8%)

その他 51 ( 8.2%)

合計 624 ( 100.0%)

借受先（府内） 摘要

市町村図書館等

合計

府外

国立国会図書館 東京本館13冊、関西館9冊

府外公立図書館

府外大学図書館等

府外小計
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６　複写利用

（単位：枚）

利用枚数

123,343

4,756

5,037

3,273

283

136,692

・遠隔地複写は、遠隔地等の利用者（非来館者）に対して、当館所蔵資料の複写物を郵送するサービス

７　調査相談等

（１）レファレンス

（単位：件）

件数

15,220

682

53

15,955

（２）他館紹介状発行 25 件

（３）他館所蔵資料複写 31 件

（４）当館所蔵資料郵送複写 10 件

８　障害のある方へのサービス

（１）対面朗読サービス (単位：人・時間）

区分 利用者数 利用時間 （うちオンライン）

４月 9 18 18

５月 11 22 22

６月 5 10 10

７月 11 22 22

８月 7 14 14

９月 6 12 12

10月 6 12 12

11月 9 18 18

12月 11 22 22

１月 6 12 12

２月 12 24 24

３月 12 24 24

合計 105 210 210

区分 摘要

図書資料 白黒　116,596枚、カラー　6,747枚

遠隔地複写

合計

区分

調査相談

CD-ROM、外部データベース

マイクロフィルム

国立国会図書館デジタル化資料

マルチメディア相談

市町村・府立学校からの調査相談

合計
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（２）点字・音声資料貸出

（単位：点）

区分 テープ CD デイジー 合計

４月 0 0 21 21

５月 0 0 21 21

６月 0 0 29 29

７月 0 0 26 26

８月 0 0 35 35

９月 0 0 21 21

10月 0 0 22 22

11月 0 0 21 21

12月 0 0 25 25

１月 0 0 20 20

２月 0 1 30 31

３月 0 1 15 16

合計 0 2 286 288

（注）他館への協力貸出を含む。

（３）視覚障害者情報総合ネットワーク「サピエ」利用

（単位：件）

件数

912

19

7

938

９　マルチメディア利用

（単位：人）

利用者数

33,047

95

5,329

2,462

722

424

42,079

オンラインリクエスト送信（他館デイジー資料等の借受提供）

合計

利用区分

インターネット閲覧端末

CD-ROM閲覧端末

AV（映像・音声）

区分

コンテンツダウンロード利用

オンラインリクエスト受信（当館デイジー資料等の他館送付）

外部データベース閲覧端末

マイクロフィルム閲覧端末

国立国会図書館デジタル化資料閲覧端末

合計
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10　図書館等への貸出

（１）相互貸借

貸出冊数

21,895

365

22,260

・他府県立公共図書館・大学等には学校への貸出は含みません

※市町村立図書館等の内訳

（単位：冊・％）

地域区分 借受冊数 百分比

京都市 3,526 ( 16.1%)

乙訓地域 2,344 ( 10.7%)

山城地域 5,958 ( 27.2%)

南丹地域 3,464 ( 15.8%)

中丹地域 2,835 ( 12.9%)

丹後地域 3,339 ( 15.3%)

その他 429 ( 2.0%)

合計 21,895 ( 100.0%)

・市町村立図書館等を経由し小中学校へ貸し出した学校支援セット等は含まない。

（２）機関貸出

（単位：冊）

貸出先 貸出冊数

府の機関 76

その他 13

合計 89

（３）一括貸出（貸出文庫）

（単位：冊）

区分 貸出冊数

貸出文庫 19,367

※貸出内訳 （単位：冊）

冊数 冊数

477 1,200

2,110 1,160

500 5,000

5,060 2,000

900 600

210 150

他府県立公立図書館・大学等

合計

摘要

高校教育課

貸出先

市町村立図書館等（※）

相楽東部広域連合 与謝野町

亀岡市 伊根町

南丹市 京丹後市

摘要

内訳は下表のとおり

貸出先 貸出先

大山崎町 宮津市

綾部市 京丹波町

福知山市 府立聾学校

8



11　学校への貸出

（単位：冊・セット数）

貸出冊数 貸出セット数

839 39

22 1

3,504 159

899 22

20 1

5,284 222

8,777 276

562 16

1,530 49

722 21

142 5

11,733 367

17,017 589

70

4,584

266

741

6

5,667

22,684

区分

学校支援
セット

府立学校版

市町（組合）立小中学校への貸出

市町村立図書館等への貸出

府立高等学校への貸出

合計

小計

市町（組合）立小中学校への貸出

府立高等学校への貸出

府立特別支援学校への貸出

総合教育センターへの貸出

私立学校への貸出

府立特別支援学校への貸出

総合教育センターへの貸出

府立学校版　計

小中学校版

市町（組合）立小中学校への貸出

市町村立図書館等への貸出

府立高等学校への貸出

府立特別支援学校への貸出

総合教育センターへの貸出

小中学校版　計

小計

機関貸出
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Ⅳ 事     業 

 

１ 市町村連携・市町村支援 

 

府立図書館は、府内の市町村立図書館・読書施設（以下「市町村立図書館等」という。）・大学

図書館等と連携し各図書館が所蔵する資料が一括して検索できるとともに、資料の相互貸借及

びその資料を運ぶ「連絡協力車」の運行等を行う京都府図書館総合目録ネットワーク（以下「K-

Libnet」という。）を運営・管理している。 

総合目録とは、複数の図書館の蔵書目録を統合した目録をいう。連絡協力車は、市町村立図

書館等の利用者が必要とする図書等を搬送するために府立図書館が運行しているもので、南北

に長い府域における図書サービスの地域間格差の解消に努めている。また、総合目録や相互貸

借をシステム的に管理するための「K-Libnetシステム」を管理している。 

  連絡協力車は、全ての市町村立図書館等及び府立学校、K-Libnetに参加する大学図書館、国

立国会図書館関西館、府立京都学・歴彩館、京都ライトハウス情報ステーション、京都府議会

図書館、文化庁図書室を巡回している。 

  相互貸借は、総合目録で検索した他の図書館の図書資料を身近な図書館で利用することがで

きる仕組みで、連絡協力車で資料と取寄せた場合、利用者は、送料を負担することなく借受す

ることができる。このような取り組みで、府内のどこに住んでいても、身近な図書館で図書館

サービスを享受できるよう努めている。 

 

(1) 府内の各図書館とのネットワークの強化 

  連絡協力車については、平成 29 年度からは、市町村立図書館等及び K-Libnet に参加してい

る大学図書館には週２回巡回している。また、令和元年度からは、全府立学校に巡回して、府

立図書館から図書資料を借受する場合の運搬を行っている。K-Libnetの参加方式は、次の区分

のとおりである。参加機関は 102機関（令和６年４月１日現在）となっている。 

 

京都府図書館総合目録ネットワーク参加館の区分 

区分 摘要 

Ａ参加館 京都府図書館総合目録に自館の蔵書データを提供し、他の参加館と相互協力を

行う館（図書の所蔵データを「京都府図書館総合目録」で検索できる館） 

蔵書データの提供方法によって以下のとおりの区分がある。 

横断検索館 
総合目録からの横断検索に対応し、リアルタイムで自館の

蔵書データを提供する館 

データ提供館 
総合目録に定期的に自館の蔵書データを直接送信して提供

する館 

CiNii検索館 
CiNiiBooks に参加し、総合目録から CiNiiBooks への横断

検索によって自館の蔵書データを提供する館 
 

Ｂ参加館 総合目録への自館の蔵書データの提供は行わないが、K-Libnet システムを利

用して他の参加館との相互協力を行う館 

Ｃ参加館 府立の教育機関等 
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 京都府図書館総合目録ネットワーク参加館一覧（令和６年４月１日現在） 

図書館・読書施設の名称 

Ａ参加館 Ｂ
参
加
館 

Ｃ
参
加
館 

横 断 
検索館 

データ 
提供館 

CiNii 
検索館 

1 府立図書館［センター館］ ○     

2 府立京都学・歴彩館 ○     

3 京都市図書館（20館） ○     

4 向日市立図書館 ○     

5 長岡京市立図書館 ○     

6 大山崎町立中央公民館図書室 ○     

7 宇治市中央図書館（３館） ○     

8 城陽市立図書館 ○     

9 久御山町立図書館 ○     

10 八幡市立八幡市民図書館 ○     

11 京田辺市立中央図書館 ○     

12 井手町図書館 ○     

13 宇治田原町立図書館  ○    

14 木津川市立中央図書館（３館） ○     

15 精華町立図書館 ○     

16 笠置町図書室    ○  

17 和束町体験交流センター図書室 ○     

18 南山城村図書室    ○  

19 亀岡市立図書館中央館 ○     

20 南丹市立中央図書館（４館） ○     

21 京丹波町図書館中央館（４館）※ ○   ○  

22 綾部市図書館 ○     

23 福知山市立図書館中央館（４館） ○     

24 舞鶴市立図書館（２館） ○     

25 宮津市立図書館 ○     

26 与謝野町立図書館（３館） ○     

27 伊根町文化振興・多世代交流施設（伊根の杜）（２館） ○     

28 京丹後市立図書館（６館） ○     

29 京都ライトハウス情報ステーション ○     

30 京都先端科学大学図書館   ○   

31 京都大学附属図書館   ○   

32 京都教育大学附属図書館   ○   

33 福知山公立大学メディアセンター   ○   

34 佛教大学附属図書館   ○   

35 京都府立医科大学附属図書館   ○   

36 京都工芸繊維大学附属図書館   ○   

37 京都府立大学附属図書館   ○   

38 京都ノートルダム女子大学図書館情報センター   ○   

39 京都橘大学図書館   ○   

40 京都外国語大学付属図書館   ○   

41 京都女子大学図書館   ○   

42 京都府総合教育センター・同北部研修所     ○ 

43 京都府議会図書館     ○ 
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44 文化庁図書室     ○ 

45 府立学校 58 校（全 46 高等学校、全 12 特別支援学校）     ○ 

※京丹波町図書館中央館は、中央館を含めて３館がＡ参加館、１館がＢ参加館 

 

(2) 連絡協力車 

  府内の市町村立図書館等との相互貸借図書や府立学校への図書の搬送等のため、毎週連絡協

力車を運行している。 

なお、京都市図書館とは週５回（双方の休館日を除く）、京都市のブックメール便が府立図

書館に巡回している。 

 

連絡協力車の巡回機関（令和６年４月１日現在） 

区分 摘要 

公共図書館等 市町村立図書館・読書施設（全 26市町村） 

大学図書館 

京都先端科学大学図書館 

京都大学附属図書館 

京都教育大学附属図書館 

福知山公立大学メディアセンター 

佛教大学附属図書館 

京都府立医科大学附属図書館 

京都工芸繊維大学附属図書館 

京都府立大学附属図書館 

京都ノートルダム女子大学図書館情報センター 

京都橘大学図書館 

京都外国語大学付属図書館 

京都女子大学図書館 

（京都精華大学） 

（花園大学） ※京都精華大学と花園大学は試行運行 

連携機関 

国立国会図書館関西館 

府立京都学・歴彩館 

京都ライトハウス情報ステーション 

京都府議会図書館 

文化庁図書室 

府立学校等 
府立学校 58校（全高等学校、特別支援学校） 

京都府総合教育センター、同北部研修所 

 

 

図書の搬送実績 

区分 搬送冊数 摘要 

府内相互貸借 

当館⇒市町村立図書館等 21,895冊  

市町村立図書館等⇒当館   695冊  

市 町 村 立 図 書 館 間 37,540冊  

府立学校等機関貸出 当 館 ⇒ 府 立 学 校 等  5,590冊 総合教育センター含む 

学校支援セット貸出 府立学校・市町村立図書館等 17,017冊 直送含む 

合計 82,737冊  

 

  

12



(3) 市町村立図書館等の研修等 

市町村立図書館等に勤務する職員の資質向上のため、研修を毎年度実施している。 

令和５年度は相互協力初任者研修とレファレンスに関する初級・中級の研修をそれぞれ開催

するとともに、国立国会図書館講師派遣型研修をした。 

また、市町村立図書館等の職員が身近な会場で研修に参加できるよう、府立図書館の職員が

講師として市町村立図書館等に出向いて行う出前研修を、平成 30年度から実施している。令和

５年度は、市町村立図書館等のニーズを踏まえ３回開催した。 

このほか、府立図書館の職員が市町村立図書館等を訪問し、相談や情報交換を行う職員巡回

を、２回実施した。そのうち、２回目の職員巡回はオンラインで実施した。 

 

 研修実績 

日時 名称 内容 会場 

５月 25日（木） 相互協力初任者研修 相互貸借担当者説明 府立図書館 

８月 22日（火） 出前研修 業務入門 南丹市立図書館 

９月８日（金） レファレンス研修（初級） レファレンス講習 府立図書館 

10月４日（水） 
国立国会図書館講師派遣

型研修 

国立国会図書館にお

ける複写サービスと

著作権 

府立図書館 

10月 11日（水） レファレンス研修（中級） レファレンス演習 京都学・歴彩館 

10月 25日（水） 出前研修 本の修繕 伊根の杜 

11月 30日（木） 出前研修 本の修繕 与謝野町立図書館 

 

(4) 京都府図書館等連絡協議会 

「京都府図書館等連絡協議会」（以下「京図連協」という。）は、本府における図書館事業等

の振興及び相互の協力を図ることを目的とする組織であり、全 26市町村の市町村立図書館等を

はじめとする府内の 48施設で構成されている。 

京図連協では、研修研究事業・相互協力事業・広報事業など、府内一円での図書館サービス

の向上に向けた取組を毎年度実施しているほか、「京都図書館大会」の実行委員会に参画した

り、京都府教育委員会と共催で「子ども読書本のしおりコンテスト」を開催したりするなど、

他機関との連携にも努めている。 

令和５年 11 月 20 日に開催した京都図書館大会は、「デジタル社会と図書館～電子書籍サー

ビスから考える～」をテーマに、対面で開催され、後日、期間限定で動画が配信された。大会

参加者は 97人、後日配信動画視聴数は、基調講演が 441回、事例発表が 288回、フリートーク

が 158回であった。「登壇される方の熱量も伝わるので、私は対面式が好ましいと思います。」、

「対面と後日配信の形式は大変ありがたいです。」などのコメントが寄せられた。 
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２ 学校支援等 

 

(1) 学校支援セット 

「学校支援セット」は、調べ学習や読書、教室や学校図書館等での展示・貸出などに活用す

る本のセットである。府立図書館で環境や文化、仕事や防災等のジャンル・テーマごとに数十

冊をセットにし、府内の小・中学校及び府立学校にセット単位で最大 14週間学校に貸し出す取

組である。平成 20年度に開始し、毎年、セット内容の充実と利便性の向上に努めている。 

市町村立小中学校へは、近隣の市町村立図書館等で申込みいただき、連絡協力車により市町

村立図書館等へ搬送している。府立学校へは、府立学校が K-Libnetで申込みを行い、連絡協力

車により搬送している。いずれも送料を含め無料で利用できる。 

令和５年度は、「小中学校版 ｍ.よみもの」「府立学校版 Ｉ.ヤングアダルト」を更新・改

訂、リーフレットのリニューアルを行った。 

なお、学校支援セットとは別に、学校の希望に応じて１冊単位で図書を貸し出す「機関貸出」

も実施している。 

 

学校支援セットの内容（令和６年４月１日現在） 

区分 ジャンル 

府立学校版 

環境／医療・福祉／教育／文化／社会／仕事／自然科学／芸術／ヤングアダ

ルト／新学習指導要領対応／ミニ版／切り抜き速報／特別支援教育・絵本／

特別支援教育・教員用 

小中学校版 

環境／古典／ことば・読み物／食育・健康／福祉・人権／国際理解／仕事／

自然科学／防災／歴史・社会／国語教科書掲載作品／芸術・スポーツ／ヤン

グアダルト／新学習指導要領対応／特別支援教育・絵本／特別支援教育・教

員用 

 

(2) 来館型調べ学習等 

学校支援事業の一環として、小・中学生、高校生、大学生、専門学校生の館内見学について

受け入れているほか、学生・生徒の探究型学習を支援することを目的に、館内見学や府立図書

館の資料等を活用した調べ学習（探究型学習）、図書館の利用促進に資する団体の視察を受け

入れている。 

 

 来館型調べ学習等の受入内容 

主な対象 内容 

府内の小学校、中学校、

高等学校、及び特別支援

学校の児童生徒 

【図書館見学】 

定例で行っている館内見学会のほかに館内見学会の希望がある

場合に行う館内見学 

府内の高等学校、大学、

及び専門学校の生徒又は

学生 

【調べ学習】 

館内を見学し、図書館の利用法や資料の探し方の説明を受けた

後、それぞれのテーマに沿って、府立図書館の資料を利用した調

べ学習・探求型学習を行う。 

図書館の利用促進に資す

る団体 

【視察等】 

府立図書館の活用を促進するため、館内見学を実施するほか、視

察に対応する。 

 

 来館型調べ学習等の受入実績（令和５年度） 

小学校 中学校 高校 大学専門学校 フリースクール 団体等 合計 

２校 32人 １校 19人 １校 30人 ４校 91人 １校 23人 ７団体 116人 16 団体 311人 
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(3) 子どもへの読書活動支援事業・不登校児童生徒読書活動支援事業 

  様々な課題（生活困窮世帯・ひとり親家庭等）を抱える子どもが夢や希望を持って成長して

いけるように、「子どもへの読書活動支援事業」を実施している。府立図書館が所蔵している

子ども向けの図書約 13万冊を、京都府が実施している事業の支援を受け、「こどもの居場所づ

くり」や「子ども食堂」に取り組んでいる団体に、１回あたり 100 冊以内６箇月以内で、搬送

費を含め無料で図書を貸し出した。令和５年度の実績は、14団体に 1,311冊となった。 

  また、学校外の教育支援センター・適応指導教室や京都府教育委員会認定フリースクールに

通所する児童生徒の読書活動の機会を充実していくために、市町村立図書館等と連携して実施

する「不登校児童生徒読書活動支援事業」について、府立図書館ではフリースクールに１回あ

たり 100冊６箇月以内で図書を貸し出している。 

   令和５年度は１校のフリースクールに 200冊貸し出した。なお、貸出に当たっては児童生徒、

スタッフが来館し、自ら選書を行った。 
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３ 調査研究・課題解決支援及び情報発信 

 

(1) 大学連携 

大学が所蔵する専門的な資料を府民が身近な図書館で閲覧できるよう、また、府立図書館や

市町村立図書館等が所蔵する資料を大学の学生や教職員が大学図書館で閲覧できるよう、大学

図書館との連携を図り、京都府図書館総合目録ネットワーク（総合目録及び連絡協力車）を活

用した所蔵資料の相互貸借を行っている。 

これにより、京都府総合目録で、K-Libnetに参加する大学図書館の所蔵資料を検索し、居住

地に近い市町村立図書館等に取り寄せて閲覧することができる。K-Libnetに参加する大学の学

生や教職員等は、府立図書館や市町村立図書館等の所蔵資料（地域の郷土資料、専門書の多い

大学図書館には所蔵されていない一般書等）を大学図書館の窓口で借りることができる。なお、

府立図書館が運行する連絡協力車で資料を搬送していることから、資料の送料が不要である。 

また、大学の授業の一環として実施されるキャリア演習、図書館司書を目指す学生の実習や

インターンシップを受け入れるなど、様々な形で大学との連携を図っている。 

 

 府内の大学図書館との相互貸借の実施状況（令和６年４月１日現在） 

大学図書館名 開始時期等 

京都先端科学大学図書館 （従前から実施） 

京都大学附属図書館 
平成 28年７月 相互貸借試行開始 

平成 29年 10月 協定締結（本格実施） 

京都教育大学附属図書館 
平成 29年３月 協定締結 

平成 29年４月 相互貸借開始 

福知山公立大学メディアセンター 
平成 29年６月 相互貸借試行開始 

平成 30年４月 協定締結（本格実施） 

佛教大学附属図書館 
平成 29年９月 相互貸借試行開始 

平成 30年４月 協定締結（本格実施） 

京都府立医科大学附属図書館 
平成 30年２月 相互貸借試行開始 

平成 30年４月 協定締結（本格実施） 

京都工芸繊維大学附属図書館 平成 30年 10月 協定締結（本格実施） 

京都府立大学附属図書館 
平成 31年３月 相互貸借試行開始 

平成 31年４月 協定締結（本格実施） 

京都ノートルダム女子大学図書館情報センター 
令和元年 12月 相互貸借試行開始 

令和２年４月  協定締結（本格実施） 

京都橘大学図書館 
令和２年１月  相互貸借試行開始 

令和２年４月  協定締結（本格実施） 

京都外国語大学付属図書館 
令和２年 12月 相互貸借試行開始 

令和３年６月  協定締結（本格実施） 

京都女子大学図書館 
令和３年４月  相互貸借試行開始 

令和４年４月  協定締結（本格実施） 

京都精華大学 
令和６年４月  相互貸借試行開始 

花園大学 
令和６年４月  相互貸借試行開始 
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(2) 京都市図書館との図書の相互返却

府立図書館で借りた図書を京都市図書館（20館）で、京都市図書館で借りた図書を府立図書

館で返却を預かる「京都市図書館との返却本お預かりサービス」を、平成 29 年 11 月から実施

している。令和５年度は 12,971冊（令和４年度 12,466冊）の利用があった。 

(3) 館内見学会

府立図書館では、館内見学会を、毎月第３水曜日の午後２時から定期的に実施している。

見学会での主な説明内容は次のとおり。

ア 「関西近代建築界の父」と呼ばれ、京都市役所や同志社大学も手がけた武田五一により

設計された旧館の外壁や外階段を保存修理して新館建替を行ったこと。

イ 都道府県立図書館では府立図書館が初めて導入した自動化書庫と地下２階４層からなる

電動積層集密書庫に、開架資料の 10倍以上の膨大な資料を収めていること。

ウ 書庫の資料の中には、教科書や映画のシナリオなどのコレクションが含まれていること。 

エ 来館者向けサービスの他に、市町村立図書館等や学校への支援を行っていること。

参加者からは、普段は見ることができない図書館のバックヤードや自動化書庫等の見学を通

じて「自動化書庫の大きさと設備に驚いた。」「古い教科書や雑誌など幅広いジャンルの資料

があって驚いた。」「バックヤードの見学は貴重であった。府立図書館には様々な機能があり、

府内の学校や図書館と連携しているのが印象的だった。」「市町村立図書館を支援しているこ

とを初めて知った。」「古い外観なのにコンピュータ化された館内に驚いた。」「裏方の仕事の

大変さがわかった。」「図書館の利用の仕方がわかった。」などの感想が多く寄せられ、府立図

書館を知ってもらう効果の高い取組である。 

(4) 講演会・セミナー等

多くの方々に府立図書館を知ってもらうとともに、来館されたことがない方にも親しんでい

ただくなど、府立図書館を広く利用いただくことを目的に、これまでから、学識経験者、博物

館、大学や府立高校と連携した様々なイベントや講座、セミナー、展示を開催している。 

講演会 

開催日 講師及び演題 

５月 21日(日) 

京都府立図書館・京都外国語大学付属図書館共催講演会 

桃太郎のシンデレラ・ストーリー？特異なヒーローの誕生 

講師：京都外国語大学付属図書館長 樋口 穣氏 

９月 30日（土） 

大正４年（1915 年）春の京都府立図書館、「泰西美術展覧会」から

始まったもの―ブレイク、『白樺』、国画創作協会、『制作』― 

講師：京都岡﨑魅力づくり推進協議会代表 潮江 宏三氏 

10月 21日(土) 

文化・観光－都市の背景 

講師：京都国立博物館名誉館長・京都府教育委員会参与・ 

京都府立丹後郷土資料館名誉館長  佐々木 丞平氏 

２月 10日(土) 

天平の都・恭仁宮と南山城の古代寺院 

講師：公益財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター 

福山 博章氏 

３月 10日(日) 

図書館健康講座第１回 

みんなのがん教室：がんになったらどうなるの？ 

講師：がん哲学外来シャチホコ記念代表 彦田かな子氏 
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ＤＶＤ上映会 

  京都をテーマとした作品や、幅広い年齢の方にご覧いただける作品を上映。 

開催日 内容 

５月６日（土） 『坂本龍一 100年インタビュー』 

８月 11日（金） 『影絵劇 銀河鉄道の夜』 

12月２日（土） 『桜色の風が吹く』（CONNECT⇄＿ 関連） 

３月３日（日） 『コーダ あいのうた』 

イベント・展示等 

開催日 実施内容 会場 

４月 20日（木）～ 

 ４月 25日(火) 

第 11 回子ども読書本のしおりコンテスト入賞

作品展示 
ナレッジベース

５月２日（火）～ 

５月 24日（水） 

京都外国語大学付属図書館・京都府立図書館共

催稀覯書展示会『昔話は Crepe にのせて －ち

りめん本の世界－』 

ナレッジベース

５月 20日（土） 

日本政策金融公庫との共催企画『デザイン思考

でアイデアを磨いてみた～「よく、みる」こと

から始めるイノベーションの実践』 

マルチメディアイ

ンテグレーション

室

10月８日（日）～10

月 25日（水） 

第 21 回京都学生祭典連携展示 京炎(きょう

えん) そでふれ！から見る京都 

マルチメディアイ

ンテグレーション

室

10月 27日(金)～ 

12月 17日(日） 
『集書院 150年記念展 プレイバック集書院』 ナレッジベース

11月１日（水）～ 

11月 23日（木） 
京都モダン建築祭（関連展示） １階閲覧室 

11月 22日（水） 

３月 27日（水） 

京都府立図書館・日本政策金融公庫共催企画創

業相談会 

マルチメディアイ

ンテグレーション

室

12月１日（金）～ 

12月 17日（日） 

令和５年度「CONNECT⇄＿」 

・ワークショップ

・はじめての朗読会 12/3（日）

・羊皮紙に書く！ 12/16(土)

マルチメディアイ

ンテグレーション

室

２月２日（金）～ 

３月 14日（木） 

京都府埋蔵文化財センター連携展示 

「天平の都・恭仁宮と古代寺院・井手寺―恭仁

宮跡発掘調査 50周年記念―」 

ナレッジベース

(5) 資料展示

「思いがけない本との出会い」を演出するため、イベントとのコラボレーション、京都に関

すること、季節の話題、時事問題等をテーマとして、関連する府立図書館の所蔵資料を一箇所

に集めた展示を通年にわたり実施した。 

作成したブックリストは展示終了後も館内やホームページで提供し、レファレンス等にも活

かしている。 
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 所蔵資料テーマ展示 

展示タイトル 期間 関連イベント等 

１階展示ケース 

黒谷和紙と寿岳文章 ３月～５月  

生誕百年 池波正太郎と京都 ５月～７月  

京都市動物園開園 120周年 ７月～９月  

時代祭をふりかえる ９月～11月  

日本自転車の文化 11月～１月  

初午大祭 ２月～３月  

比叡山麓の縄文世界 ３月～５月 京都大学総合博物館企画展 

地下特設コーナー 

本と出会える空間 ３月～５月  

親鸞 ５月～７月  

観光今昔(いまむかし) ７月～９月  

柳宗悦 平に美をいつくしむ ９月～11月  

特集 人工知能 11月～１月  

復興支援に向けて ２月～３月  

支援のかたち ３月～５月  

ミニコーナー 

追悼 大江健三郎 ３月～４月  

追悼 坂本 龍一 ３月～４月  

ワークライフバランス ４月～５月  

ビル・ゲイツからの贈り物 ６月～７月  

祇園祭を楽しむっ！ ７月  

様々な“はたらく” ７月～８月 日本政策金融公庫連携展示  

夜空のふしぎ ８月～９月    

「有頂天家族」アニメ放送 10 周年記念展示 

京都をめぐる 
９月～10月 

京都国際マンガ・アニメフェ

ア（京まふ）2023連携 

言葉の海をゆく 辞書編纂の世界 10月  

時代祭 10月 
京都府立大学インターン生

選書 

モダン建築の京都１００ 11月  

本の中の図書館～Libraries in Books～ 11月～12月 ししょまろはん連携 

辰（たつ）のあれこれ １月 
同志社大学・京都女子大学図

書館実習生選書 

地下「美術コーナー展示」（試行）12回 

講演会関連展示 

講演会「大正４年（1915年）春の京都府立図書

館、「泰西美術展覧会」から始まったもの―ブ

レイク、『白樺』、国画創作協会、『制作』―」

関連展示 

９月～10月  

「近代京都画壇」（講演会連動展示） ９月～10月  

２階展示 

甲斐荘楠音が関わった映画 ３月～５月  

『わざ』を磨く・伝える～京都府内の職人の仕

事～ 
３月～６月  

追悼 坂本龍一 ４月～５月 ５月 DVD 上映会連携 
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フランスはいかが？～ラグビーワールドカッ

プ フランス大会を前に～ 
６月～７月  

動物たち ～野生での姿～ ７月～９月  

おいしい映画、いただきまーす。 ９月～11月  

笠置シヅ子 11月～３月  

映像で日本文学の名作を味わう ～紫式部か

ら藤沢周平まで～ 
１月～３月  

追悼 小澤征爾 ２月～３月  

 

(6) ナレッジベース 

知的な交流の場の活動拠点として、平成 29年度に２階会議室を「ナレッジベース」と名付け

運用を開始し、様々な機関との連携を積極的に推進している。 

令和５年度は他機関との連携展示（京都外国語大学付属図書館、京都府埋蔵文化財センター）、

及び岡崎の文化施設の連携によるイベント「CONNECT」での展示会を行い、それぞれの特性ある

資料の展示や解説により、普段の来館者とは異なる人々に訴求力ある催しができた。 

 

(7) 地域連携 

京都有数の観光地である岡崎に立地する府立図書館は、「京都岡崎魅力づくり推進協議会」

に加盟している。近隣の文化施設等と連携した様々な取組を展開、館内には近隣施設のチラシ

の配架、観光情報コーナーなどを設置している。特に、近接する京都市京セラ美術館、京都国

立近代美術館等については、主な展覧会の時期に合わせて所蔵資料テーマ展示を行っているほ

か、過去の図録を集めたコーナーも設置している。 

 

(8) 広報 

府立図書館は明治の面影を残す「歴史ある図書館」として知られており、マスコミ各社へ積

極的に新規事業やイベント、展示に関する情報提供を行った。 

また、令和３年３月から SNS を活用し若年層や新たな利用者に向け積極的に情報発信すると

ともに、令和５年度は、『集書院 150年記念展』を契機に YouTubeでの発信も開始した。 
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Ⅴ 京都府立図書館協議会 

 

１ 概要 

 

京都府立図書館協議会は、京都府立図書館条例に基づき、平成 29年 4月 1日付けで設置され

た。「図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館

長に対して意見を述べる」（図書館法第 14条）機関であり、当館の場合は、あわせて府内の図

書館振興についても御意見をいただいている。 

図書館法第７条の３に定める評価に当たっては、外部有識者の知見を活用する仕組みとして、

図書館協議会を設置することで、府立図書館による内部評価と外部有識者による外部評価を両

輪として計画の進捗状況について毎年度点検を行っている。これにより、府立図書館の運営の

改善を図り、府内の図書館サービスの向上に努めている。 

 

２ 委員 

                        （令和６年 7月現在 50音順・敬称略） 

氏  名 所 属 ・ 役 職 等 

明致 親吾 京都 CSR推進協議会会長 

安達 佳代子 与謝野町立加悦小学校長 

荒田 和子 京都府立北稜高等学校長 

梅本 恵子 図書館利用者 

大塚 正広 京丹波町図書館長 

桂 まに子 京都女子大学講師 

潮江 宏三 京都岡崎魅力づくり推進協議会代表 

永田 紅 歌人 

原田 隆史 同志社大学大学院教授 

松下 亜樹子 
京都新聞社  

編集局報道部長 兼 クロス報道センター長 

 

３ 開催状況（令和５年度） 

 開催日 内容 

第１回 令和５年６月 28日（水） ・令和 4年度取組に係る内部評価について 

・令和 5年度事業計画について 

第２回 令和６年３月８日（金） ・令和５年度取組状況について 

・令和６年度事業計画（案）について 

・その他（今後の図書館のあり方について） 
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Ⅵ 施  設  等 

１ 施設及び設備等 

(1) 所在地等

〒606-8343 京都市左京区岡崎成勝寺町 71番地

（平成 28年９月 30日改正条例公布、平成 29年４月１日施行）

TEL：075-762-4655 FAX：075-762-4653 ＨＰ：https://www.library.pref.kyoto.jp/

(2) 開館日

平成 13年５月 11日（建替による新館開館。府立図書館設置は明治 31年）

(3) 建築費

617,415万円（外構工事・設備・家具等含む）

(4) 収蔵規模

約 150万冊（令和５年度末資料数 約 136万冊）

・書架（1,710㎡） 約 10万冊

・書庫（1,776㎡） 電動積層集密書庫約 100万冊 自動化書庫約 40万冊

(5) 利用者端末（令和６年４月現在）

蔵書検索

・当館蔵書検索用端末（ＯＰＡＣ）15台

・他館蔵書検索用端末５台

データベース

・データベース閲覧端末８台

・新聞記事データベース閲覧端末５台

・ＣＤ－ＲＯＭ閲覧端末２台

国会デジタル

・国立国会図書館デジタル化資料送信サービス閲覧端末４台

インターネット

・インターネット閲覧端末 15台

・インターネット等受付用端末２台

その他マルチディア等

・マイクロリーダー３台

・映像ブース６台

・音声ブース２台

・障害者サービス用端末３台

(6) 開館時間

火曜日～金曜日：午前９時 30分～午後７時

土・日曜日、祝日：午前９時 30分～午後５時

(7) 休館日

月曜日（祝日及び振替休日は開館、翌日が休館）

毎月第４木曜日（祝日は開館）

年末年始、特別整理期間
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２ 組織【令和６年４月１日現在】 

  常勤職員  29人 

  非常勤職員 18人（館長１人・会計年度任用職員 17人） 

企画調整課  庶務、経理、文書、福利厚生、 

（５人） 財産管理、サービス計画、各種企画 

 企画総務部長 

 （副館長が兼務 ） 連携支援課  図書館システム、市町村立図書館 

（８人） 連携・支援、学校支援、図書館団体 

  館長―副館長 

利用サービス課 選書、収集、登録装備、保存、 

（10人） 調査相談、展示、閲覧、貸出・返却 

図書サービス部長 

情報サービス課 逐次刊行物、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、視聴覚資料、 

（４人） デジタル化推進、障害者サービス 

３ 経費 

（単位：千円） 

科 目 事  項 
５年度 

決算額 
摘 要 

１ 図書館費 人件費 274,976 

資料費 29,621 図書 24,047 逐次刊行物 5,574 

事業費 165,217 

小 計 469,814 

２ 子どもの読書活動応援事業費 80,000 

３ 図書館費外 事業費 30 事務局費/教育連絡調整費 

合 計 549,844 
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Ⅶ 沿     革 

 

１ 年表 

 

明治31年(1898) 4月  府立京都図書館御苑内創立 

            〃 6月  業務開始 

33年(1900)      夜間開館開始 

36年(1903)10月  巡回図書館(貸出文庫)制度開

始(昭和25年3月廃止) 

    38年(1905) 4月  児童室開設(大正14年3月閉鎖) 

    39年(1906) 6月  館外貸与規則制定告示 

           〃 11月  新館起工式 

    42年(1909) 2月  新館竣工 

            〃 3月  京都府立京都図書館規則告示 

            〃 4月  新館開館 

大正 8年(1919) 1月  本館図書分類目録編纂に着手 

    11年(1922) 4月  貸出文庫を増設 

昭和 3年(1928) 3月  帯出規程告示 

            〃 4月  個人貸出実施 

            〃 6月  和漢図書分類目録分類表12冊

作製 

     8年(1933)10月  京都府中央図書館に指定 

    16年(1941) 5月  児童室復活開室(昭和23年4月

元貴賓室に移転) 

    22年(1947) 8月  館外貸出廃止 

    23年(1948) 9月  読書ルーム開設(河原町丸善京

都店地下) 

    24年(1949) 4月  読書相談開始 

            〃 6月  河原町分館開館(河原町丸善京

都店地下、昭和31年9月閉館) 

    25年(1950) 2月  伏見分館開館(伏見信用金庫2

階、昭和29年7月移転、同63年

3月閉館) 

            〃 6月  宮津地方分館開館(宮津町役場

内、昭和28年4月(宮津市図書

館内)、同32年10月(労働セツ

ルメント内)、 同39年5月(宮

津市立図書館内)、同46年8月

(新宮津市立図書館内)移転、

平成9年3月閉館) 

昭和25年(1950) 7月  綾部地方分館開館(綾部市立図

書館内、昭和38年7月(市民セ

ンター内)移転、同41年9月閉

館 

 

昭和25年(1950) 7月  峰山地方分館開館(奧丹後地方

教育局内、昭和30年6月(丹波

公民館内)、同37年9月(丹波小

学校内)、同55年4月(峰山町中

央公民館内)移転、平成9年3月

閉館) 

            〃 8月  学生自由閲覧室新設 

           〃 11月  京都府立図書館設置条例公布

(条例第62号) 

26年(1951) 4月  上京分館開館(北区紫郊会館

内、昭和31年5月(桜谷文庫内)

移転、同51年5月閉館) 

       〃  9月  本館大閲覧室屋根修理着工休

館 

            〃 10月  本館蔵書一部知恩院倉庫に別

置 

            〃 11月  本館大閲覧室安全開架式化 

            〃 12月  本館新体制で開館 

    27年(1952) 6月  本館読書相談係設置 

            〃 7月  園部地方分館開館(園部町立図

書館内、昭和41年11月閉館) 

北桑田地方分館開館(京北町下

中、昭和54年8月(京北農業協同

組合弓削支所内)仮移転、同55

年3月閉館) 

木津地方分館開館(旧役場内、

昭和29年7月(木津小学校内)、

同38年5月(町民センター内)移

転、同50年3月閉館) 

    28年(1953) 4月  本館月曜日休館を実施 

    29年(1954) 2月  伏見分館新築工事着工 

            〃 9月  京都府立図書館「善本目録」

作製 

30年(1955) 9月  青年学級文庫実施 

32年(1957) 6月  中京分館(河原町分館改称)開

館(烏丸庁舎内、昭和40年1月

(京一商同窓会館)仮移転、同4

0年11月(京都府中京庁舎内)移

転、平成13年3月閉館) 

    35年(1960)10月  中京分館館外貸出実施 

    38年(1963) 3月  本館読書相談係・学生自由閲

覧室・貸出文庫閉鎖、蔵書の

一部を府立総合資料館へ移管 
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昭和38年(1963)11月  本館日曜・土曜午後・夜間休館 

   〃 12月  児童室土・日曜休室 

 39年(1964) 1月  本館外装改修工事 

 〃 5月  本館夜間・土曜午後再開(9時ま

で)、貸出室設置 

児童室館外貸出実施、土曜日開

室 

伏見分館館外貸出実施 

 〃 7月  市内分館日曜日休館 

 40年(1965) 7月  児童室に母親文庫設置 

 〃 9月  京都府教育委員会基本規則一部

改正 

 教育庁係等設置規程一部改正に

より課制施行 

41年(1966)11月  自動車文庫命名式(蜷川知事

「あゆみ号」と命名) 

 移動図書館事業開始(平成2年12

月終了) 

 42年(1967) 7月  本館修繕工事 

   〃 9月  貸出室移転再開 

44年(1969)12月  本館夜間閉館時間を7時に変更 

 46年(1971) 8月  本館貸出室の図書を閲覧室に統

合、第2閲覧室開室 

 貸出方式をブラウン方式に切替 

 48年(1973) 4月  上京分館館外貸出実施 

 50年(1975) 3月  身体障害者用便所・スロープ新

設 

 〃 5月  本館(閲覧室・中央カウンター・

新聞雑誌室開設)内装工事 

本館閲覧室を完全開架式に切替 

 51年(1976) 4月  本館閲覧用目録作成に着手 

〃 6月  京都府図書館等連絡協議会発

足、府立図書館に事務局を置く 

   〃 7月  児童室改修工事 

53年(1978) 3月  本館改修工事(外装・屋根葺替・

玄関・防災設備) 

   本館閲覧用目録整備完了 

 54年(1979) 3月  本館書庫改修工事 

 〃 4月  国会図書館からの図書貸出制度

発足 

本館自習室閉鎖 

   〃 11月  「専門情報機関要覧」刊行 

 56年(1981) 9月  移動図書館用電動集密書架設置 

〃 12月  伏見分館改修工事 

57年(1982) 7月  障害者サービス(対面朗読)実施 

58年(1983) 2月  生涯教育推進事業として読書推

進講座実施 

昭和58年(1983) 3月  「京都府の公共図書館」刊行 

伏見分館ブックポスト設置 

〃 6月  図書館協力貸出本格実施 

   〃 7月  新着図書案内発行 

 59年(1984)12月  連絡協力車試験的運行開始(2

コース)

 60年(1985) 7月  国立国会図書館とのオンライ

ン利用実験実施

 61年(1986) 8月  京都府教育委員会教育長から

「生涯学習社会を展望する京

都府の図書館のあり方」を京

都府社会教育委員会議へ諮問 

 〃 12月  昭和61年度全国公共図書館参

考事務研究集会開催 

 62年(1987)10月  国立国会図書館とオンライン

実施 

 63年(1988) 3月  「京都府の公共図書館1987年

版」刊行 

〃 10月  図書館資料広域貸出事業開始 

「京都府公共図書館等所蔵雑

誌・新聞総合目録」を京都府

図書館等連絡協議会と共同刊

行 

平成 2年(1990) 3月  「点字・録音図書目録(点字

版)」刊行 

 〃 4月  連絡協力車事業本格実施 

 〃 6月  機構改正により本館は4課組織

に 

 3年(1991) 3月  本館模様替内装工事(受付カウ

ンター・新聞雑誌室等配置換)

 〃 6月  マイクロリーダプリンターの

サービス開始

   〃 8月  「連絡協力車だより」発刊 

 4年(1992) 9月  毎月第2土曜日 児童室 午前9

時半から開室開始 

 5年(1993) 3月  「京都府の公共図書館 1992年

版」刊行 

 6年(1994) 3月  「京都府公共図書館等所蔵雑

誌・新聞総合目録」を京都府

図書館等連絡協議会、京都府

立総合資料館と共同刊行 

 7年(1995) 2月  阪神・淡路大震災(1月17日)に

よる本館一部被害の補修・補

強工事実施 

 〃 5月  老朽化による安全対策のため

館内模様替え(事務室1階への

移動等)実施。5月1日から2箇

月間臨時休館(7月3日再開館) 
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平成7年(1995)  8月  連絡協力車北部コースの運行を

月2回に拡充(全市町村月2回運

行) 

            〃 9月  一般図書室の天井一部損傷によ

る補修工事実施。9月18日から臨

時休館(10月16日再開館) 

           〃 12月  京都府社会教育委員会議が京都

府教育委員会教育長に「生涯学

習社会を展望する京都府の図書

館の在り方について(提言)」を

提出 

     8年(1996) 3月  平成8年度当初予算に府立図書館

整備費を計上 

            〃 9月  新府立図書館建設基本計画の概

要を発表 

9月補正予算に基本設計費等を計

上 

     9年(1997) 3月  平成9年度当初予算に実施設計費

等を計上 

〃 4月  新館整備のため本館を休館 

            〃 9月  本館仮施設(京都市下京区、旧中

小企業総合指導所)へ移転完了 

平成10年(1998) 3月  府立図書館解体工事及び壁面(東

側前面)保存工事完了 

                    平成10年度当初予算に新館建設

工事費等を計上 

            〃 7月  総合資料館蔵書との一体的デー

タ化作業開始 

〃 9月  本館事務室の再移転(旧中小企業

総合指導所から隣接の旧女子高

等技術専門校へ) 

           〃 11月  新府立図書館新築工事起工式 

    11年(1999) 2月  平成10年度近畿地区公共図書 館

研修開催 

〃 3月  平成11年度当初予算に新築工事

費等計上 

            〃 6月  「日本目録規則1987年版改訂

版」「日本十進分類法新訂9版」

「日本著者記号表改訂版」採用 

12年(2000) 3月  平成12年度当初予算に新築工事費

等計上 

            〃 5月  国立国会図書館総合目録ネット

ワーク参加 

           〃 10月  新館竣工 

           〃 11月  仮施設から新館に移転、開館準

備作業本格化 

「京都府図書館総合目録ネットワ

ーク運営規程｣施行(1日) 

平成13年(2001) 2月  仮施設及び府立総合資料館から

の図書資料移転終了 

            〃 4月  機構改正により2課制(総務課：

2係、資料課：4担当)施行 

                    京都府立図書館の管理運営に関

する規則(平成13年京都府教育

委員会規則第1号)施行 

〃 5月  京都府立図書館個人貸出規程

等、各種規程施行 

                    開館式 

京都府図書館総合目録ネットワ

ークのインターネット発信開始 

一般開館 

                    連絡協力車の毎週運行開始 

            〃 6月  京都府図書館総合目録ネットワ

ーク運用開始 

14年(2002) 4月  「子ども読書絵てがみコンテス

ト」実施 

    15年(2003) 2月  館内完全分煙実施 

    18年(2006) 4月  インターネット貸出待ち登録サ

ービス開始 

           〃  5月  電話による貸出延長サービス開

始 

           〃 12月  京都府図書館総合目録ネットワ

ークに府内全市町村が参加 

    19年(2007) 3月  取寄せ申込みeサービス開始 

〃 4月  連絡協力車の一部の府立高校へ

の巡回開始 

20年(2008)      源氏物語千年紀記念事業(小展

示・パネル展等)開催 

〃 5月  インターネット貸出延長サービ

ス開始 

〃  9月  学校支援セット貸出開始 

21年(2009) 3月  所蔵音声資料の音声目録ＣＤ－

ＲＯＭ(デイジー版)作成、配布 

21年(2009) 6月  府立図書館「岡崎」100周年記

念事業(小展示・パネル展等)開

催(～22年3月) 

        〃 9月  府立図書館「岡崎」100周年記

念パンフレット作成 

       〃 11月  国立国会図書館関西館との連携

(連絡協力車の運行) 

22年(2010) 4月  学校支援セット貸出小中用ＣＤ

－ＲＯＭ目録を作成、配付 

        〃 9月  京都府立医科大学附属図書館と

連携した府民講演会開催 

〃 10月  新着図書お知らせサービス開始 
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平成23年(2011) 4月  祝日開館を実施 

   学校支援ポータルサイト開設 

 〃  8月  館内全面禁煙の実施 

 〃 12月  京都大学研究者等と連携したサ

イエンスイベント開催

 24年(2012) 4月  子ども読書本のしおりコンテ

スト実施

 〃  8月  府立図書館サービス計画策定 

  〃  11月  図書館活用講座実施 

25年(2013) 3月  府立図書館のシンボルマークと

和文ロゴタイプ作成 

 〃 7月  24年度図書館評価(試行)を社

会教育委員会議で報告 

 〃 9月  学校支援セットの府立高校(非

巡回校)への直送実施 

 26年(2014) 9月  国立国会図書館デジタル化資

料送信サービス開始 

 府民利用施設のあり方検証に

おいて「見直すべき施設」に

区分 

 27年(2015) 4月  連絡協力車の全府立高校への

巡回開始 

サピエ／視覚障害者情報総合ネ

ットワークのサービス開始 

 〃 6月  府立図書館サービスの充実に向

けた検討会議設置 

 28年(2016) 3月  図書館システム更新 

府立図書館基本方針及び府立

図書館サービス計画策定 

〃 4月 機構改正により部課制(企画総

務部:2課、図書サービス部:2

課)施行 

カーリル社と連携協定締結

〃 7月 京都大学附属図書館との相互

貸借試行開始（29年10月本格

実施） 

〃 9月  図書館協議会設置のため、京

都府立図書館設置条例全部改

正、京都府立図書館条例公布

（29年４月１日施行） 

〃 11月  京都府図書館総合目録ネットワ

ークシステムの充実を図る産官

学連携プロジェクト開始 

〃 12月  京都府立図書館協議会委員の第

１期委員公募開始 

府内図書館等館長会議開催 

29年(2017) 2月  全国の公立図書館初のクラウド

ソーシング開始

平成29年(2017) 3月 京都教育大学附属図書館との相

互貸借に関する連携協定締結

（運用29年４月～） 

〃  4月 京都府立図書館協議会を設置 

連絡協力車の市町村立図書館等

への巡回を週２回に増便 

〃 10月 知的な交流の場「ナレッジベー

ス」の試験運用開始

〃11月 子どもへの読書活動支援事業開

始 
京都市図書館との「本の相互返

却サービス」の試行開始 
〃 12月 マイナンバーカードを活用した

「図書館共同利用システム」実

証事業に参画 
30年(2018)  4月 福知山公立大学メディアセンタ

ー、佛教大学附属図書館、府立

医科大学附属図書館との相互貸

借本格実施 

府議会図書館を窓口とした京都

府庁への図書資料の配送の試験

運用開始 
〃 10月 京都工芸繊維大学附属図書館と

の相互貸借本格実施 
〃 11月 京都市図書館との「本の相互返

却サービス」を「京都市図書館

との返却本お預かりサービス」

として本格実施 
31年(2019)  2月 岡崎での開館110周年記念事業実

施 
  〃  3月 京都府立大学附属図書館、花園

大学情報センター（図書館）と

の相互貸借試行開始 
〃  4月 京都府立大学附属図書館との相

互貸借本格実施 

令和元年(2019) 7月 SNS(Twitter)による情報発信開

始 

〃  9月 不登校児童生徒読書活動支援事

業を開始 

 2年(2020) 3月 新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため臨時休館 

〃  4月 京都花園大学情報センター（図

書館）、京都ノートルダム女子

大学図書館情報センター、京都

橘大学図書館との相互貸借本格

実施 

新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため臨時休館 

〃  5月 サービスを限定し再開 

（当初は貸出・返却のみとしその後拡大） 

27



令和 2年(2021)10月 利用制限全面解除 

12月 京都外国語大学付属図書館との相

互貸借試行開始 

3年(2021) 1月 一部利用制限（閲覧席削減等） 

〃  2月 郵送貸出サービス開始 

           〃  3月 京都花園大学情報センター（図書

館）との連携解消（双方合意） 

図書館システム更新 

府立図書館基本方針及び府立図書

館基本方針及び府立図書館サービ

ス計画（令和３年度～令和７年

度）策定 

          〃  4月 京都女子大学図書館との相互貸借

試行開始 

          〃  6月 京都外国語大学付属図書館との相

互貸借本格実施 

          〃  8月 府議会図書館への図書資料配送を

本格運用 

〃 10月 旧館時代ルネサンス扉の恒久展示 

4年(2022) 1月 オンライン対面朗読試行開始 

          〃   4月 オンライン対面朗読本格実施 

京都女子大学図書館との相互貸借

本格実施 

電子書籍・オーディオブックサー

ビス提供開始 

          〃  6月 府立学校に電子書籍等サービスが

利用できる専用IDの配付を開始 

5年(2023) 3月 図書館カード登録の電子申請開始 

          〃 10月 集書院150年記念展実施 

      〃 12月 「子どもの読書活動応援事業」で

参加を希望する全ての府内の市町

(組合)立(京都市立含む)、国立、

私立の小中高特別支援学校・義務

教育学校が対象に、京都府立図書

館の電子書籍が閲覧できる、専用

のIDを京都府教育委員会が配付を

開始 

6年(2024) 1月 文化庁図書室への図書配送の運用

開始 
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２ 歴代館長 

氏名 在職期間 

三宅 五郎三郎 明治 31年４月 ～ 明治 33年３月 

原田 千之助 明治 33年３月 ～ 明治 33年 12月 

中道 貫一  （館長心得） 明治 34年１月 ～ 明治 34年２月 

三宅 五郎三郎 明治 34年４月 ～ 明治 37年３月 

湯浅 吉郎 明治 37年３月 ～ 大正５年５月 

北畠 貞顕 大正５年 10月 ～ 昭和 15年 11月 

内藤 乾吉 昭和 15年 11月 ～ 昭和 22年７月 

西村 精一 昭和 22年７月 ～ 昭和 38年 10月 

相馬 利雄 昭和 38年 10月 ～ 昭和 45年８月 

岩崎 彰之助 昭和 45年８月 ～ 昭和 47年４月 

吉川 博明 昭和 47年４月 ～ 昭和 48年６月 

庄林 二三雄 昭和 48年６月 ～ 昭和 49年４月 

宮本 英男 昭和 49年４月 ～ 昭和 50年３月 

布村 忠雄 昭和 50年４月 ～ 昭和 55年４月 

長谷川 啓司 昭和 55年４月 ～ 昭和 56年４月 

浜辺 一彦 昭和 56年４月 ～ 平成元年７月 

上田 将 （本庁指導部長兼任） 平成元年７月 ～ 平成元年９月 

林 芳男 平成元年９月 ～ 平成４年４月 

柴田 實 平成４年４月 ～ 平成６年５月 

高木 多喜男 平成６年６月 ～ 平成８年３月 

五十嵐 一郎 平成８年４月 ～ 平成 10年３月 

西山 隆史  （本庁指導部長兼任） 平成 10年４月 ～ 平成 10年５月 

小山 雄一 平成 10年６月 ～ 平成 13年３月 

中里 隆憲 平成 13年４月 ～ 平成 16年３月 

津守 俊一 平成 16年４月 ～ 平成 19年３月 

松田 定 平成 19年４月 ～ 平成 21年３月 

勝間 喜一郎 平成 21年４月 ～ 平成 24年３月 

宮野 文穂 平成 24年４月 ～ 平成 28年３月 

丸川 修 平成 28年４月 ～ 令和３年３月 

山口 隆範 令和３年４月 ～ 令和４年３月 

松本 一男 令和４年４月 ～ 
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京都府立図書館基本方針 

（令和３年４月改定） 

図書館は、人々が知的で創造的な人生をおくるため、人類の文化遺産となる出版物等を適切に

収集・保存し、様々なサービスにより提供する場です。 

府立図書館は、この理念を踏まえ、急激な社会変化に対応していくため、歴史と大学のまち京都

の立地を活かしながら、府内全域に均質な図書館サービスを提供することにより、府民の調査研

究や知的活動の拠点となることを目指します。 

Ⅰ 府内全域の図書館等をつなぎ、支援するとともに、協力して図書館サービスを展開します 

市町村立図書館・学校図書館等の活動を支援するとともに、各館と協力して、府内の図書館

サービスの充実を図ります。また、府民に的確な情報を提供するため、市町村立図書館・学校

図書館・大学図書館等をつなぎ、ハブとしての機能を果たします。

Ⅱ 多様な文化資源の情報を取り扱い、幅広い調査研究のニーズに応えます 

府立図書館の役割に応じた資料の収集を行うとともに、多様な文化資源に関する情報を取り

扱います。また、様々な情報を求める人々が利用しやすい図書館サービスを提供し、幅広い調

査研究のニーズや府民の知的好奇心に応えます。 

Ⅲ 大学等研究機関や文化施設等と連携するとともに、多様な議論の場を提供することにより、

文化の振興と地域の活性化に寄与します 

100年を超える府立図書館の歴史、文化施設が集中する岡崎という立地、大学のまち京都の特

性を最大限に活かし、様々な機関と連携して事業展開を図るとともに、多様な議論の場を提供

することにより、文化の振興と地域の活性化に寄与します。 
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京都府立図書館資料収集方針 

（平成 28年 12月改正） 

京都府立図書館は、創設以来百年を超える収集資料を継承し、府内の中核的図書館として、現

在及び将来の利用者のために、多様かつ的確な情報により資料を選定し、収集し、保存する。 

１ 基本的な考え 

(1) 府民の調査研究の拠点及び生涯学習を支援する図書館としてふさわしい資料を収集する。

(2) 府内図書館ネットワークのセンターとして、市町村立図書館及び学校図書館振興のための

資料を収集する。

(3) 京都府立京都学・歴彩館をはじめとする文化施設との連携を考慮し、資料を収集する。

(4) 多様な意見のある事柄については、幅広い観点から資料を収集する。

２ 収集する資料 

(1) 収集する資料の種類は、図書、逐次刊行物、映像・音響・電子資料、障害者向け資料等と

する。

(2) 収集部数は原則として１部とする。

(3) 収集した資料は、原則として永年保存とする。

３ 収集方法 

購入、寄贈等により収集する。 

４ 資料収集の協議 

重要事項については、収集委員会により協議する。 

５ 資料選定の具体的基準 

収集する資料の選定については、別に定める資料収集基準による。 
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京都府立図書館サービス計画 

（令和３年３月策定） 

京都府立図書館では、「京都府立図書館サービス計画（令和３年度～令和７年度）を策定しま

した。 

この計画は、平成 27 年度に策定した「京都府立図書館サービス計画（平成 28 年度～令和２年

度）」が本年度末に終了することから、これまでの成果と課題を踏まえ、府民へのサービスの向

上を図るため、今後５年間の新たなサービス計画を策定したものです。 

■ 計画案のポイント

市町村立図書館・読書施設、学校図書館への支援、府民の調査研究支援を引き続き重要な柱

として位置づけ、３つの基本方針と 17の取組項目を記載 

Ⅰ 府内全域の図書館等をつなぎ、支援するとともに、協力して図書館サービスを展開します 

Ⅱ 多様な文化資源の情報を取り扱い、幅広い調査研究のニーズに応えます 

Ⅲ 大学等研究機関や文化施設等と連携するとともに、多様な議論の場を提供することにより、

文化の振興と地域の活性化に寄与します 

■ 主な取組

(1) 大学等様々な機関と連携した取組

○ 全ての府立学校の蔵書をインターネットを通じて検索し相互貸借することができる取組

○ 大学生による「図書館応援チーム（仮称）」が企画・実施する取組

○ 近隣文化施設と連携した取組

(2) 情報機器の普及に対応する取組

○ 閲覧室にＷｉ-Ｆｉ環境を整備するなど調査研究に役立つ取組

○ 電子書籍をスマートフォン等情報通信機器により利用できる取組

○ 利用案内や調べ方案内のオープンデータでの提供

(3) 非常時における取組

○ 市町村立図書館・読書施設等のニーズを踏まえた職員が参加しやすい研修（オンライン

を含む）

○ インターネット等による図書の郵送貸出等の取組

○ 電話やインターネット等によるレファレンスサービス
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